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眼瞼下垂の会では、主にインターネットを通じて、

眼瞼下垂に悩む人と、ご家族にむけた情報の提供と、

交流の手助けとして関東を中心とした交流会（オフ会）を

開催しています。各地における交流会もご相談にのります。

～ご相談はお気軽に～
http://www3.plala.or.jp/nasugamama/(がんけんかすいの広場)
m_ooba@aqua.plala.or.jp
手術をすれば、視力の問題はないのですよね？





先天性眼瞼下垂の手術は、小さいうちからできるの？





先天眼瞼下垂って、いったいなんでしょうか？
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　右の写真の左眼のように、瞼がきちんと開かない状態を眼瞼下垂といい、生まれつきのものを先天(性)、そうでないものを後天(性) と区別しています。


先天眼瞼下垂は、生まれたときから片目、もしくは両目がうまく開かないということで親が最初に気づいたり、生後数ヶ月経過したところで　小児科、眼科で診断されたりすることが多いです。


その大部分は、瞼を持ち上げる筋肉（眼瞼挙筋）が弱かったり硬くなるなどの問題があります。








原因はなんでしょう？


母親の責任でしょうか？





現在、原因はよくわかっていません。あるタイプの先天眼瞼下垂は、遺伝の要因が大きいといわれます。しかし、大半は、家族に眼瞼下垂の人がいなく、単独に発生します。


　親族内で「うちの家系にはいない」「相手の家系に・・・」などという話があるかもしれませんが、犯人探しはお互いを傷つけます・・・。


　いずれにせよ、母親一人の責任ではないというのは確かですので、どうかひとりで落ち込まないで下さい。





　現在では、手術によってある程度までは瞼の開き方を改善させ、目立ちにくくすることも可能になっています。


手術法には、眼瞼挙筋の長さを短くしたり、自分の身体の他の部分から組織を移植し、眉毛をあげる筋肉(前頭筋)と瞼をつなげて上げたりするなどの方法があります。ただし、いずれの手術法でも、多少の違和感が残り、完璧に仕上げることはできません。


本人が思春期年代に成長した時、調整を希望する場合もあります。


　小児の眼瞼下垂の手術法や手術時期については、いろいろな考え方があります。幼い時に積極的におこなう医師もいれば、思春期まで行なわないとする医師もいます。


手術を決めることは本当に難しいことです。お子さんの一生を考え、


小児期の手術は必要最小限にとどめておきたいものです。





　先天眼瞼下垂の場合、病気の説明のひとつとして弱視についての説明を受けることが多いです。確かに、眼瞼下垂の程度が強いほど、「形態覚遮断性弱視※」になる可能性が高まります。ただし、お子さんはあごや眉を上げたりして、無意識ながらにがんばって物を見ようとするので、このようなケースは、あまり多くはありません。


しかし、視力や、両眼の位置をそろえ同時に立体的にみるなどの視機能に問題があると、斜視や弱視（メガネなどを使っても視力が正常域まで出ない状態）に至ることがあります。


先天眼瞼下垂では視機能異常を伴うケースがあり、手術で見た目が良くなったあとも視機能にも気を配ってください。視機能異常は６～８歳までの治療が大切です。手術を受ける、受けないに関わらず、視機能を定期的にチェックするのがいいでしょう。


※瞼が瞳を隠し、「見る力」が育たなくなるタイプの弱視。視覚遮断性弱視ともいう











眼瞼下垂では、視力の問題もさることながら、「見た目」が大変気になりますね。生まれたときから、お子さんを見続けるおかあさんにとっては、特に強く感じることでしょう。


さらに、お子さんと外出するようになると、いろんな人がお子さんの顔を覗き込んでは、「あら…？」と声をかけてきます。５～６歳くらいの子からは「この子の目はどうして…？」とズバリと言われることも多いです。


他人から何か言われるたびに、おかあさんのこころは深く傷つき、自分自身を責めてしまう人も多いです。


あなたを傷つけるのは「眼瞼下垂」を知らないひとから出る言葉です。


患者の家族であるわたし達も　最初は、この病気のことがわかりませんでしたね。それと同じなのです。機会があれば、ちょっと勇気を出して、あなたのまわりの人にも　眼瞼下垂のことを知らせてください。


そして、どうかひとりで抱え込まないでください。時には、つらい気持ちをあなたのご家族、お友達に打ち明けてもいいでしょう。


そして、同じ立場である眼瞼下垂の親同士で、情報交換をする、近況を話し合うなどの機会を積極的に持つことも、おすすめします。








のおはなし





せ　ん　　 て　ん　　      　せ　い　　　     　が　ん　　け　ん　　　 　か　　　　す　い








最近、「先天眼瞼下垂」、「後天眼瞼下垂」と標記する文献がでてきました。今後、呼称名が変化する場合があります。以下、このパンフレットでは　　　　「先天眼瞼下垂」で統一することにいたします。





見た目の問題・こころの問題











